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住
民
説
明
会
は
そ
れ
ぞ
れ
午
前
・
午
後
の
２
回
行

わ
れ
、
県
内
外
か
ら
い
わ
き
会
場
に
は
延
べ
二
，四

〇
〇
人
、
郡
山
会
場
に
は
延
べ
一
，九
〇
〇
人
の
町

民
が
集
ま
り
、
国
か
ら
新
た
な
賠
償
基
準
、
避
難
指

示
区
域
の
見
直
し
、
除
染
な
ど
に
つ
い
て
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
の
冒
頭
、
い
わ
き
会
場
で
は
本
県
選
出
の

吉
田
泉
復
興
副
大
臣
が
、
郡
山
会
場
で
は
柳
澤
光
美

経
済
産
業
副
大
臣
が
、
事
故
に
よ
る
先
の
見
え
な
い

避
難
生
活
と
環
境
汚
染
等
に
つ
い
て
改
め
て
陳
謝

し
、
引
き
続
き
国
の
担
当
者
か
ら
、
各
項
目
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た（
今
回
の
説
明
会
で
使
用
し
た

資
料
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
）。

町
民
か
ら
は
主
に
賠
償
問
題
や
線
量
基
準
に
対
す

る
質
問
や
意
見
が
多
数
出
さ
れ
ま
し
た
。
遠
藤
町
長

は「
避
難
区
域
再
編
に
伴
う
土
地
・
建
物
な
ど
の
財

物
賠
償
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日

を
基
準
日
と
し
て
全
区
域
差
別
な
く
全
損（
六
年
）と

す
る
。
精
神
的
損
害
に
つ
い
て
は
、
帰
還
困
難
区
域

と
同
様
と
す
る
。」「
新
た
な
区
域
再
編
に
伴
う
警
戒

区
域
解
除
後
の
防
犯
・
防
火
体
制
の
確
立
を
国
に
求

め
る
。」「
賠
償
基
準
の
細
部
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

協
議
を
継
続
す
る
も
の
と
す
る
。」と
の
三
つ
の
対
応

方
針
の
も
と
に
、
今
後
も
議
会
と
も
ど
も
国
に
対
し

強
く
求
め
て
い
く
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
は
国
と
協
議
を
行
い
、
県
外
に
避
難

さ
れ
て
い
る
皆
様
に
対
し
て
の
説
明
会
や
東
京
電
力

に
よ
る
説
明
の
場
を
設
け
た
い
と
考
え
て
お
り
、
日

程
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
と
み
お
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
に
よ
り
町
民
の
皆

さ
ま
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

いわき市と郡山市で、原発事故に伴う住民説明会を開催

東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴う住民説明会が、９月１日にいわき市の
いわき明星大学で、翌２日に郡山市のビッグパレットふくしまで開催されました。

いわき会場

郡山会場



お 知 ら せ

お知らせ版　（2）

町
で
は
、
県
内
外
に
避
難
さ

れ
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ま
に
町

か
ら
の
情
報
を
お
届
け
し
、
ま

た
町
民
同
士
の
交
流
を
図
る
た

め
に
、
９
月
３
日
よ
り
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
情
報
端
末
の
運
用
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

申
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
当
面
の
間
、
お
受
け

い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
方
法

　

６
月
下
旬
に
皆
さ
ま
へ
送
付

い
た
し
ま
し
た「
配
布
申
請

書
」に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

（
宛
先
が「
富
岡
町
町
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
シ
ス
テ
ム

事
務
局
」と
な
っ
て
い
る
も

の
）に
て
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
を
紛
失
し
た
場

合
、
ま
た
、
申
込
み
後
に
転

居
等
で
住
所
が
変
更
に
な
っ

た
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先

　

富
岡
町
町
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

現
在
、
国
保
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
が
医
療
機
関
等
で
受
診
し

た
場
合
、
窓
口
に
被
保
険
者
証

を
提
示
す
る
だ
け
で
一
部
負
担

金
が
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら「
一

部
負
担
金
等
免
除
証
明
書
」が

必
要
と
な
り
、
保
険
証
と
一
緒

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
情
報
端
末
の

配
布
及
び
運
用
に
つ
い
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
情
報
端
末
の

配
布
及
び
運
用
に
つ
い
て

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

伴
い
平
成
23
年
３
月
28
日
か
ら

平
成
23
年
12
月
末
日
ま
で
、
生

活
支
援
金
の
貸
付（
１
人
２
万

円
）を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
支
援
金
は
貸
付
期
日
か
ら

１
年
以
内
に
ご
返
済
い
た
だ
く

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す（
平

成
24
年
８
月
末
現
在
の
返
済
人

数
891
人
）。

返
済
方
法
は
、
富
岡
町
役
場

郡
山
事
務
所
出
納
室
へ
ご
持
参

い
た
だ
く
か
、
左
記
口
座
に
お

振
込
み
く
だ
さ
い（
振
込
み
手
数

料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）。

▼
口
座
振
込
み
に
よ
る
ご
返
済

銀
行
名　

東
邦
銀
行
富
岡
支
店

口
座
番
号　

２
５
３

名
義
人　

富
岡
町
会
計
管
理
者

※

振
込
み
の
場
合
、
備
考
欄
に

「
貸
付
金
返
済
」と
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

▼
納
付
書
に
よ
る
ご
返
済

町
指
定
の
金
融
機
関
を
ご
利

用
の
場
合
は
、
納
付
書
に
よ

る
返
済
が
可
能
で
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い（
手
数
料
は

無
料
で
す
）。

問
出
納
班

富
岡
町
生
活
支
援
貸
付
金

ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ

富
岡
町
生
活
支
援
貸
付
金

ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ

国
民
健
康
保
険
な
ら
び
に

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

国
民
健
康
保
険
な
ら
び
に

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　

リ
フ
レ
富
岡
は
、
平
成
23
年

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
温
泉
施
設
・
設
備
の
破

損
や
プ
ー
ル
の
天
井
の
落
下
な

ど
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、
原
発
避
難
指
示
に
よ
り

町
内
へ
の
立
ち
入
り
が
で
き
な

い
た
め
、
供
用
開
始
の
目
途
は

立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
回
数
券
払
い
戻
し
の
期
間
延

長
の
ご
案
内

　

回
数
券
の
払
い
戻
し
は
、
当

富
岡
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

「
リ
フ
レ
富
岡
」の
休
館
と

回
数
券
の
払
い
戻
し
期
間

の
延
長
に
つ
い
て

富
岡
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

「
リ
フ
レ
富
岡
」の
休
館
と

回
数
券
の
払
い
戻
し
期
間

の
延
長
に
つ
い
て

支
援
シ
ス
テ
ム
事
務
局

　

☎
０
３-

６
６
６
７-

６
２
７
１

　
（
月
〜
金
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）

　

※

操
作
に
関
す
る
お
問
合
わ

せ
も
同
事
務
局
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

に
こ
の
証
明
書
を
提
示
し
な
け

れ
ば
、
一
部
負
担
金
の
免
除
が

適
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

証
明
書
は
、
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
方
へ
、
９
月
下
旬
発

送
予
定
の
保
険
証
と
一
緒
に
郵

送
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
方

に
は
、
９
月
上
旬
に
発
送
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
お
手
元
に
届

い
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
健
康
福
祉
課　

国
保
年
金
係

初
、
平
成
24
年
９
月
28
日
ま

で
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
24
年
12
月
28
日
ま
で
延

長
い
た
し
ま
す
。

▼
払
い
戻
し
を
行
う
回
数
券

　

全
館
・
温
泉
・
プ
ー
ル
及
び

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
施

設
利
用
回
数
券（
優
待
券
等

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

▼
払
い
戻
し
の
請
求
方
法

　

富
岡
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

使
用
料
還
付
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
回
数
券
を

添
え
て
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
便
で
の
申
請
も
で
き

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
書

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ【
災
害

版
】（
カ
テ
ゴ
リ
ー：

町
の
お

知
ら
せ
）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
払
い
戻
し
の
支
払
方
法

　

お
支
払
は
口
座
振
込
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
必

ず
申
請
書
に
口
座
情
報
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課

ト
ミ
オ
カ
マ
チ
カ
イ
ケ
イ
カ
ン
リ
シ
ャ



開催日 開催地区 開　催　場　所 開催時間
９月26日（水）
９月28日（金）
10月４日（木）
10月４日（木）
10月５日（金）
10月11日（木）

10月12日（金）

郡山市南一丁目応急仮設住宅集会所
男女共生センター１階
三春貝山多目的運動公園管理棟
いわき明星大学 大学会館2階
JAあいづ本店3階
郡山市富田町若宮前応急仮設住宅集会所

浪江町役場二本松事務所
　二本松市北トロミ573番地

10:00～
　15:00

郡 山 市
二本松市
三 春 町
いわき市
会津若松市
郡 山 市

二本松市

福島県会津若松合同庁舎本館１階会議室
会津若松市追手町７－５　※10/31は３階地域連携室
福島県南会津合同庁舎２階会議室
　　南会津町田島字根小屋甲4277－１
相馬市玉野公民館会議室
　　相馬市玉野町56－１
福島県南相馬合同庁舎402会議室
　　南相馬市原町区錦町１－30
福島県いわき合同庁舎南分庁舎３階中会議室
　　いわき市平字梅本15

10月5日、18日、
31日

10月５日、17日

10月11日

10月1日、15日、
22日

10月４日、18日

福 島

二本松

伊達市

郡 山

白 河

実 施 会 場実施地区 実　施　日
巡回法律相談実施予定表

会津若松

南会津町

相馬市

南相馬

いわき

実 施 会 場実施地区 実　施　日

10月24日

10月3日、17日、
31日

10月10日

10月17日

10月4日、11日、
18日

福島県青少年会館第６研修室
　　福島市黒岩字田部屋53－５
福島県二本松合同庁舎２階会議室
　　二本松市金色424－１
福島県伊達合同庁舎１階会議室
　　伊達市保原町大泉字大地内124
福島県郡山合同庁舎第４会議室　
　　郡山市麓山１－１－１
白河商工会議所会議室
　　白河市道場小路96－５

お 知 ら せ

今
年
も
65
歳
以
上
の
方
と
、

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
重
い
障

が
い
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助

成
を
行
な
い
ま
す
。

▼
期　

間

　

平
成
24
年
10
月
１
日
〜　

　
　
　
　
　
　

12
月
31
日

▼
対
象
者

①
富
岡
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
、
接
種
日
当
日
で
満
65
歳

以
上
の
方

②
富
岡
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
、
接
種
日
当
日
で
満
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
・
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器

の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
に
重
い
障
害
が
あ
り
、

日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ

れ
る
方（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
を
お
持
ち
の
方
）

▼
助
成
額

　

全
額
助
成（
自
己
負
担
な
し
）

※

助
成
回
数
は
１
回
に
限
り

ま
す
。

▼
接
種
に
か
か
る
手
続
き

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
希
望
す
る
65
歳
以
上
の

皆
さ
ま
へ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
希
望
す
る
65
歳
以
上
の

皆
さ
ま
へ

　

双
葉
農
業
普
及
所
で
は
、
避

難
さ
れ
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ま

に
必
要
な
情
報（
農
産
物
・
土

壌
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
、
原
子

力
災
害
に
対
応
し
た
農
業
技
術

情
報
、
資
金
・
事
業
の
紹
介
な

ど
）を
分
か
り
や
す
く
ご
説
明

す
る
た
め
、
毎
月
県
内
５
カ
所

に
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
最
寄
り
の
窓
口
に
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
双
葉
農
業
普
及
所

☎
０
２
４
６-

２
４-

６
０
４
４

原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る

巡
回
法
律
相
談
の
ご
案
内

原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る

巡
回
法
律
相
談
の
ご
案
内

双
葉
農
業
普
及
所

　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

双
葉
農
業
普
及
所

　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

福
島
県
で
は
、
福
島
県
弁
護

士
会
と
連
携
し
、
弁
護
士
に
よ

る
対
面
の
法
律
相
談
を
実
施
し

被
害
者
の
皆
さ
ま
を
支
援
し
て

お
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
請

求
手
続
き
に
お
け
る
不
明
な
点

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

な
お
、
事
前
予
約
制
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
事
前
予
約
受
付
番
号

☎
０
２
４-

５
２
３-

１
５
０
１

　
（
原
子
力
損
害
賠
償
等
に
関

す
る
問
合
わ
せ
窓
口
）

▼
受
付
時
間　

　

平　

日　

８
時
30
分
〜
20
時

▼
相
談
時
間　

30
分（
13
時
30
分

か
ら
15
時
50
分
の
間
に
実
施
）

▼
相
談
料　

無
料

▼
実
施
日
程　

下
記
予
定
表
の

と
お
り

問
福
島
県
生
活
環
境
部

　

原
子
力
賠
償
支
援
課

○
県
内
に
お
住
ま
い
の
方

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
予
診
票
、

接
種
済
証
を
送
付
い
た
し
ま

す
の
で
、
接
種
前
に
健
康
づ

く
り
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
は
、
郡
山
事
務

所
・
い
わ
き
出
張
所
・
三
春

出
張
所
・
大
玉
出
張
所
の
窓

口
で
も
交
付
い
た
し
ま
す

（
大
玉
仮
設
診
療
所
で
の
接

種
を
ご
希
望
の
方
は
、
診
療

所
で
交
付
）。

○
県
外
に
お
住
ま
い
の
方

　

原
発
避
難
者
特
例
法
に
よ

り
、
避
難
先
市
町
村
で
避
難

先
の
住
民
の
方
と
同
じ
よ
う

に
接
種
が
で
き
ま
す
。
ま
ず

は
避
難
先
市
町
村
の
予
防
接

種
担
当
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
万
が
一
対
応
が
で
き
な

い
と
言
わ
れ
た
場
合
は
、
接

種
す
る
医
療
機
関
を
決
め

て
、
健
康
づ
く
り
係
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
避
難
先
市
町
村
に

よ
り
、
接
種
費
用
の
自
己
負

担
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
全

額
還
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

健
康
づ
く
り
係
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

（3）　お知らせ版



福 島
郡 山
会 津 若 松
白 河
相 馬
い わ き

①　蜂刺され
・蜂に刺されたらその現場からすぐに離れる。
・刺された傷口を流水でよく洗いながす。
・爪などで傷口周囲を圧迫し、毒液をしぼり出す。
　（流水で洗いながら行うとより効果的）
・濡れタオル、水などで冷やし安静にする。

②　ケガ・傷など
～大きな傷の場合～
・出血しにくくするために、傷を心臓より高い
位置へ上げる。

・ガラス、金属などの異物はガーゼでそっと取り除く。
　（深く入ってしまったものは無理に取らない。）
・止血後、すぐに病院を受診する。
～小さな傷の場合～
・水道水で汚れを十分に洗い流す。
・傷をきれいに拭く。
・傷にばんそうこうを貼り、乾燥させない。

お 知 ら せ

発行　富岡町　〒963－0201　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－5
　　　　　　　TEL：0120－33－6466　FAX：024－961－3441
　　　　　　　E-mail：tomioka.machi@gmail.com
　　　　　　　富岡町公式ホームページ【災害版】http://www.tomioka-town.jp/
　　　　　　　　郡山駅前９番乗場発　新池下団地行き または 大槻行き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　停留所　西の宮停留所

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

富岡消防署からのお知らせ

消すまでは　出ない行かない　離れない消すまでは　出ない行かない　離れない

代表的な応急処置の紹介

～平成24年度全国統一防火標語～

問富岡消防署　楢葉分署
☎0240－25－2119

全国一斉法務局休日相談実施のお知らせ

　法務局では、行政サービスの一環として「全国一斉法務局
休日相談」を実施いたします。
◇日　　時　平成24年9月23日（日）　午前10時～午後3時
◇場　　所

◇相談内容　不動産や商業登記の手続き、土地の境界問題、
遺産相続、地代・家賃等の供託、家庭内問題、
風評被害による人権問題、いじめ・体罰問題、
障がい者の差別問題　等

　　　　　　※相談無料・秘密厳守
◇そ の 他　電話での相談もお受けします。
　　　　　　フリーダイヤル　0120－227－746

問福島地方法務局総務課
☎024－534－1941

県民手帳など刊行物
あっせんのお知らせ
県民手帳など刊行物
あっせんのお知らせ

　県統計協会刊行の2013年版県民手帳・
平成24年福島県勢要覧が10月に発行さ
れます。
　刊行物は福島県統計協会又は、県内各
書店で取り扱っております。 詳しくは、
県統計協会までお問合わせください。

問福島県統計協会（福島県統計課内）
☎024－521－7143

福島駅前「中合デパート」
郡山駅前「ビッグアイ」
福島地方法務局若松支局
福島地方法務局白河支局
福島地方法務局相馬支局
いわき駅前「ラトブ」

開催地区 開催場所

・福島県民手帳　　　500円
・福島県勢要覧　　1,500円


